
平成 21 年度阿蘇草原におけるエコツーリズム利用促進検討業務（環境省九州地方環境事務所） 

阿蘇くじゅう国立公園阿蘇地域は、年間約 1900 万人が訪れる九州最大の観光地であるが、社会経済条
件の変化や農畜産業の後継者不足・高齢化等により、人為によって維持されてきた雄大な草原景観が危機
に瀕している。また、日帰り型の観光から滞在型観光への移行が課題となっており、草原環境の保全・再
生に寄与する観光利用としてエコツーリズムへの期待が高まっている。 
本業務では、阿蘇の草原におけるエコツーリズム利用の促進に向けて、地元牧野組合やガイド／観光事

業者などへのヒアリングを行い、草原観光利用における課題を把握した上で、観光で草原を利用するため
のルールづくりと、草原環境の保全・再生に寄与する観光利用の仕組みづくりに向けた検討を行った。 

■草原観光利用の状況 
 ヒアリング結果より、主な利用目的はワラビ採り、
エコツアー、修学旅行や環境学習での草原体験、パ
ラグライダー講習、乗馬などであり、全体的に利用
人数・頻度ともまだ少ない。 

 ガイドツアーなどは事前に牧野組合の許可を得て
行われているが、個人客による山菜採りや登山など
は許可なしの利用が多く、組合も牧野への無断立ち
入りを容認している場合が多い。 

 牧野組合員がエコツアーの案内や解説などに関わ
るケースはまだ少ない。また、牧野利用に対する利
用料の基準はなく支払われない場合も多い。 

（現状で発生している問題） 
 門扉の開け放しによる牛の脱走と事故発生、車輌乗
り入れなど採草地への影響、放牧地への無断立ち入
りによる外来種増加や口蹄疫発生への懸念など畜
産業への影響。 

 火の不始末による火災発生など安全確保上の問題。 
 植物の盗掘や外来種侵入など野生動植物生息地や
資源の損傷に関する問題。 

 牧野組合と利用者間の利用手続き上の問題 など。 

■ルールづくりの検討 
 「阿蘇エコツーリズム・ガイドライン」に示された
草原利用の際の配慮事項に加え、現状の問題点や牧
野組合の意向を踏まえ、草原を観光利用するに当た
って共通に必要な配慮事項を「基本ルール」の案と
してまとめた。 

◆阿蘇の草原を観光利用する際の基本ルール（案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●無断で牧野内に立ち入らない 
●門扉の開閉に責任を持つ 
●決められたルート、管理道を外れて原野
内に入らない 
●放牧されている牛馬を脅かさない 
●ゴミを捨てない 
●ペットを持ち込まない 
●地域の人に出会ったら、あいさつをする 
●牧野内の異常に気がついたら牧野組合に
連絡する 
●野生動植物をむやみに採取しない、持ち
帰らない 
●外来種を持ち込まない 
●火の扱いは厳重注意 
●自分の身の安全に気をつける 
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(2)観光で草原を利用するためのルールづくり 

(3)草原環境の保全・再生に寄与する観光利用
の仕組みづくりの検討 

(1)草原観光利用の課題把握 

牧野タイプ毎に必要な
個別ルールの検討

ルールの普及方策の検討 

・草原観光利用の現状と課題 
・「阿蘇エコツーリズム・ガイドライン」の評価
・草原観光利用に関する牧野組合等の意向 

関係者ヒアリング（23 件） 
阿蘇エコツーリズム協会メンバー、牧野組合等、 

観光事業者（ガイド等）、自然保護団体、関係行政機関等

草原を観光利用する
全ての者が守るべき
基本ルールの検討

（業務の流れ） 

H19 年度：「阿蘇地区エコツーリズム基本構想」策定
（環境省） 

H20 年 4 月：阿蘇エコツーリズム協会設立 
→「阿蘇エコツーリズム・ガイドライン」策定 

H21 年度：阿蘇草原再生協議会に「草原観光利用小委
員会」設置 

（阿蘇エコツーリズムに関するこれまでの経緯）

 ＜ルールづくりの対象＞ 
・「基本ルール」は、草原を観光利用する全ての者が守
るべきルールであり、｢Ａ.ガイド付きツアーのみで
利用可能な草原｣、｢Ｂ．決められた範囲内で一般観
光客が利用可能な草原｣を対象とした。 

・「個別ルール」はＡを中心とするが、場合によっては
Ｂも含めて検討するものとした。 

阿蘇の草原 

「草原観光利用」の対象※ 

Ａ 
ガイド付きツ
アーのみで利
用可能な草原 

Ｂ 
一般観光客が
利用可能な草
原 

※阿蘇の草原全部ではなく、観光利用が可能な
草原を利用させてもらう。 

 
・「個別ルール」づくりについては、ヒアリ

ング結果から３ケースを抽出し、それぞれ

の課題に応じて必要なルールやルールを

担保する方法等についてケーススタディ

を行った上で、個別ルール作成における注

意事項等を整理した（次頁図参照） 
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